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取扱説明書 

お買い上げいたださちりぴと 
弓ございまず。 

IA 警告 I 電気製品は安全のた 
めのを意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることが 
あります。 

この取扱説明書には、事故を 
防ぐための重要なを意事項と 
製品の取り扱いかたをおして 
います。この取扱説明書をよ 
くお読みのラえ、製品を安全 
にお使いください。お読みに 
なったあとは、いつでち見ら 
れるところに必ず保管して< 
ださい。 


A 警告 I Q 

まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まち 
びった使いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険で 
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

• 接続先の取掘説明書を必ずお読み<ださい。 

• 安全のために注意事項を守る。 

• 故障したら使わない。 

. 万一異常び起をたら、ソニーの相談窓□、またはお買い上げ店に修理を依頼する。 

A 警告 I 0 

空ほまをのために 

運乾中は使用しない 

自動車やバイク、自乾車などの運転中に、ヘッドセットは絶対に使わないでください。 
交通事故の原因となります。 

運転中ムソがでも、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など、周囲の音が聞こえ 
ないとを険な場所では使わないでください。 


拉注氧 Q 

• 耳を刺激するよラな大をな音量で長時間続けて聞<と、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。耳を守るため、音量を上げすざないよラにご注意ください。 

• へッドセットを使用中、肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して医師ま 
たはソニーの相談窓□、またはお買い上げ店に相談してください。 

• このヘッドセットは、音量を上げすざると音びがに漏れます。音量を上げすぎて、 
まわりの人の迷惑にならないよラに気をつけましよラ。雑音のをいところでは音量 
を上げてしまいびちですび、へッドセツトで聞くと去はいつも呼びかけられて返事 
びでをる<らいの音量を目安にして<ださい。 


1ヘッドホン端デにヘッドホンプラグを差し込み、マイク端デにマイクブラ 
グ(ピンク）を差し込む。 



2 ® 巧をち耳に、 ® 巧をを耳にして、ヘッドセットを装着ずる。 

スライダーを引を出して長さを調整してください。 

の印のついた方には左ち識別巧の突起びあります。 




マイクとボ y ューム調節 



ポ U ユーム調節 

上に回すと音量び 
上び0ます。下に 
回すと音量び下び 



D ます。 




マイク5ユートポタン 

巧している間はマイク 
を消音します。 


マイクプラグを使用しない場合 

マイクを使用せずに" WALKMAN " などを聞くと去は、マイクプラグを、ヘッドホン 
プラグに装備のプラグホルダーに差し込むと、コードび絡みにくくなります。 


をな特長 

• Skype ™、 音楽再生、 PC ゲームに最適なステレオヘッドセット 
• 直径 30 mm ドライバーユニットによる、高音質な音楽再生 
• コードに通話巧インラインマイクを搭載 

• 从ウジング部分び、フラットに収納でをる携帯に便利なスイーべル巧りたたみ機構 
• へッドホンとしての利用に最適なプラグレストストラクチャー(マイク用プラグを 
収納） 

• ボ U ューム調節やマイクミュートを手元で操作可能 





マイク入カレベルの確認 

マイク入力の音量は、パソコン側で確認と調節を行います。 

パソコンの操作について詳しくはお使いのパソコンの取扱説明書をご覧ください。 


動作擇境 


対応パソコン:マイク入力•音舌出力のある旧 M PC / AT 互換機(サウンドボード搭載機 
種） 

^^マイク巧電源びお給されていないサウンドボードにはご使巧いただけません。 
^^マィク入力と音声出力び、並んで酷置されている必要びあります。 

《 Macintosh ® パソコンにはご使巧いただけません。 


Macintosh、Mac OS は Apple Inc の米国およびその他の国における登録商標です。 
IBM および PC / AT は、米国 International Business Machines Corporation の商標お 
よび登録商標です。 



